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概要（効果・特徴・メリット等）

通常は耐火間仕切り完了後に配管工事を行うが、床上配管を先行配管し耐火区画部分を事前に貫通処理
を行うことにより、耐火区画壁の穴明け工程を削減する。

効果

■床上配管を先行配管し耐火区画部分を事前に貫通処理を行い、労務削減と工程の前倒し(労務の平準
　化)を図る。

■耐火区画壁の開口工事によるゴミ発生量の削減と労務の削減を図る。

・排水集合管の継手施工時に、プレカットした区画貫通１ｍの配管を施工する。排水配管の勾配確保に
　注意する。

・ガス配管のサヤ管及び電気配線の貫通部の配管を施工後に、区画壁下地を施工する。

・建築内装工事との事前検討を行い、先行配管部分の収まりを合意しておく。

集合住宅　等

住戸境間仕切壁も無いため、横移動の効率
も良い

角型の貫通用部材を使用し、後の処理の簡
易化を計った


